
由良診療所

由良 943人

（高齢者501人）
医療機関 1

栗田 1,787人

（高齢者807人）
無医地区

味見診療所 ・ 今出クリニック
岡所泌尿器科 ・ 中川医院
中川小児科クリニック ・ 西原医院
宮地医院 ・ 宮津武田病院
山根医院 ・ 浪江医院 ・ 佐藤医院
中村眼科医院

宮津 8,472人

（高齢者3,337人）
医療機関 11

吉津 1,460人

（高齢者585人）
無医地区

上宮津1,010人

（高齢者512人）
無医地区

府中診療所

府中 1,542人

（高齢者700人）
医療機関 1

日置診療所

日置 625人

（高齢者330人）
医療機関 1

世屋 89人

（高齢者52人）
無医地区

養老診療所
養老 784人

（高齢者404人）
医療機関 1

日ケ谷146人

（高齢者90人）
無医地区

■宮津市内の医療機関
（歯科を除く）（2020年）

京都府立医科
大学附属北部
医療センター
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●31

●29
●26

●20

●10●12
●11
●1

●7●●4

●23

9

●3●2
●5
●6

●14

●25

●28
●22

●21

●19

●27

●24

●13
●8

交通機関

京都丹後鉄道線

伊根線・蒲入線

・経ヶ岬線

与謝線

田井線

上宮津地区

公共交通空白地有償運送

（区域運行デマンド型）

養老・日ヶ谷地区

公共交通空白地有償運送

（ドアtoドアデマンド型）

栗田地区200円タクシー

由良地区

公共交通空白地有償運送

（区域運行デマンド型）

●18
●15

●16

●17

●30

■医療機関へのアクセスの状況 資料1-2
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■宮津市公共交通路線図（2020年）

凡例

京都丹後鉄道線

伊根線・蒲入線
・経ヶ岬線

与謝線

田井線

上宮津地区
公共交通空白地有償運送
（区域運行デマンド型）

日置世屋線

養老・日ヶ谷地区
公共交通空白地有償運送
（ドアtoドアデマンド型）

栗田地区200円タクシー

由良地区
公共交通空白地有償運送
（区域運行デマンド型）

与謝の海病院

天橋立駅

岩滝口駅

道の駅海の京都宮津

宮津市役所

宮津駅

栗田駅

丹後由良駅

関ヶ淵

岩戸

上石浦

田井

ホテル&リゾーツ
京都宮津

天橋立ケーブル下

畑

体験実習館前

上宮津公民館

獅子

資料1-3
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宮津・与謝　診療所・病院一覧

No. 施設名 代表医師名 診療科目 ※

1 味見診療所 味見　真弓 内科・心療内科 往・訪・在

2 今出クリニック 今出　陽一朗 内科・泌尿器科・皮膚科 往・訪・在

3 岡所・泌尿器科医院 岡所　明良 泌尿器科・内科 往・透

4 佐藤医院 佐藤　昌平 産婦人科

5 中川医院 中川　長雄 消化器科・胃腸科・肛門科・外科 往

6 中川内科・小児科クリニック 中川　嘉洋 内科・小児科

7 中村眼科医院 中村　雅也 眼科

8 浪江医院 浪江　和生 整形外科・皮膚科 往

9 西原医院 西原　寛 外科・胃腸科・肛門科・内科・整形外科 往・訪・在

10 宮地医院 宮地　高弘 整形外科・内科 往・訪・在

11 山根医院 山根　行雄 内科・消化器科 往・訪・在

12 宮津武田病院 曽根　淳史
内科・消化器内科・循環器内科・外科・
整形外科・消化器外科・泌尿器科

透

13 宮津市由良診療所 堀川　義治 内科・外科・脳外科 往・訪

14 宮津市休日応急診療所 当番医師 内科・小児科

15 府中診療所 石井　靖隆 内科・小児科・アレルギー科 往・訪・在

16 日置診療所 石井　靖隆 内科・小児科・アレルギー科 往・訪・在

17 養老診療所 上川　浩美 内科・小児科 往・訪

18 いとうクリニック 伊藤　剛 内科・外科・緩和ケア科 往・訪・在

19 伊藤内科医院 伊藤　邦彦 内科・循環器科・小児科 往・訪

20 岩破医院 岩破　康二
内科・小児科・アレルギー科・外科・
産婦人科・麻酔科

往・訪

21 いわさく診療所 岩破　淳郎
内科・消化器科・小児科・理学療法科・眼科・
整形外科

往・訪・在

22 大森内科診療所 大森　斎 内科・循環器科・呼吸器科

23
京都府立医科大学附属
北部医療センター【与謝の海病院】

中川　正法

内科・消化器内科・循環器内科・腎臓内科・
呼吸器内科・神経内科・精神科・小児科・外
科・消化器外科・整形外科・脳神経外科・眼
科・産婦人科・泌尿器科・耳鼻咽喉科・放射
線科・麻酔科・皮膚科・救急科・病理診断科

透

24 木村内科クリニック 木村　進
内科・小児科・消化器内科・心療内科・
リハビリテーション科

往・訪・在

25 南斗六星会　須川医院 須川　典亮 脳神経外科・神経内科・内科・小児科・外科

26 鳥居クリニック 鳥居　剛 内科・外科・皮膚科・麻酔科

27 日置医院 日置　潤也 内科・循環器科・小児科 往・訪

28 やまぞえこどもクリニック 山添　一郎 小児科

29 与謝野町立国民健康保険診療所 矢野　裕太郎 内科・外科・リハビリテーション科

30 伊根町国民健康保険伊根診療所 石野　秀岳
内科・外科・整形外科・小児科・眼科・
神経内科

往・訪

31 伊根町国民健康保険本庄診療所 宮地　道弘 内科・外科・整形外科・神経内科 往・訪

※往：往診　　訪：訪問診療（計画的に訪問して診療）　　在・在宅療養支援診療所

宮津市

与謝野町

伊根町

資料2-1
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■公的診療所の状況

5

由良診療所 府中診療所 日置診療所

堀川　義治 石井　靖隆 石井　靖隆

市営（指定管理） 民営 民営

　　　月～土
　　　（木・土：午前のみ）
　　　日・祝　休診

　　　　月～金　午前
　　　　土・日・祝　休診

　　火・木　午後
　　（15：00～17：00）
　　月・水・金・土・日・祝
　　休診

Ｈ20 Ｓ48 Ｓ44

Ｈ20
　　Ｈ10～：市立診療所
　　Ｈ18～：民営化

　　Ｈ10～：市立診療所
　　Ｈ18～：民営化

養老診療所 養老歯科診療所

上川　浩美 宇治川　賢二

民営 民営

　　火～金　午前
　　火～金　午後、月、土・日・
　　祝　休診

　　月（午後のみ）
　　木・土（午前のみ）
　　火・水・金・日・祝　休診

Ｓ55 Ｓ55

　Ｓ55～Ｓ56：芝　豊
　Ｓ57～R2　：林　信昌
   R3～　　：上川　浩美

　Ｓ55～：宇治川仁一朗
　Ｈ8～ ：宇治川美枝子
　Ｈ20～：宇治川賢二

開業年度

開業年度

施 設 名

医　　師

運営形態

診療日時

建 設 年

施 設 名

医　　師

運営形態

診療日時

建 設 年

資料2-2
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■宮津市における総人口推移

■老年人口の推移

【令和２年度国勢調査確定数(宮津市)】

※第７次宮津市総合計画参照

総人口
(人)

高齢化率
(65歳～)

16,758 43.3%

※第７次宮津市総合計画参照
資料4
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（3）宮津市の地域医療の現状について
■宮津市の人口推移

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

総人口 16,858 15,259 13,695 12,225 10,795

うち高齢者 7,318 6,990 6,544 6,030 5,657

高齢化率 43.4% 45.8% 47.8% 49.3% 52.4%

※国立社会保障・人口問題研究所推計を参照

資料5-1
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9

■地域別の人口推移

2030年

総人口 うち高齢者 高齢化率 総人口 総人口 うち高齢者 高齢化率

由良 943 501 53.1% 766 由良 533 329 61.7%

栗田 1,787 807 45.2% 1,452 栗田 1,133 594 52.4%

上宮津 1,010 512 50.7% 820 上宮津 611 371 60.7%

宮津 8,472 3,337 39.4% 6,882 宮津 5,694 2,799 49.2%

吉津 1,460 585 40.1% 1,186 吉津 965 474 49.1%

府中 1,542 700 45.4% 1,253 府中 959 514 53.6%

日置 625 330 52.8% 508 日置 347 211 60.8%

世屋 89 52 58.4% 72 世屋 44 28 63.6%

養老 784 404 51.5% 637 養老 439 283 64.5%

日ヶ谷 146 90 61.6% 119 日ヶ谷 70 54 77.1%

計 16,858 7,318 43.4% 13,695 計 10,795 5,657 52.4%

※国立社会保障・人口問題研究所推計を参照

※2030年の地区別人口は、全体人口（13,695人）に2020年の地区別人口割合を乗じた推計値である。

2020年 2040年

資料5-2
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※京都府保険医療計画「地域における主な課題と対策」を参照
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■管内医師の年令別構成について

【与謝医師会の会員年齢階級別医師数】

宮津班 与謝野班 与謝の海病院班

40歳以下 0 0 5

41歳～45歳 0 0 1

46歳～50歳 1 0 0

51歳～55歳 2 2 0

56歳～60歳 2 1 5

61歳～65歳 6 5 0

66歳～70歳 6 2 1

71歳以上 6 5 0

合計 23 15 12

高齢化率 52% 47% 8%

※与謝医師会2021年度総会資料より(令和３年度３月31日現在)参照

11
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■疾患別患者推計(1日当たりの外来患者増減率)

【宮津市全域】

推計方法 男女5歳階級別受療率(全国)×男女5歳階級別人口(各対象地域)
受療率：厚生労働省「患者調査(平成29年度)」のデータを基に算出
人口推計：住民基本台帳(2015年、2020年)及び人口問題研究所将来推計参照

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

①感染症及び寄生虫症 100% 91% 81% 72% 63%

②新生物 100% 95% 87% 79% 71%

③血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 100% 91% 82% 74% 64%

④内分泌，栄養及び代謝疾患 100% 94% 86% 78% 70%

⑤精神及び行動の障害 100% 91% 81% 72% 62%

⑥神経系の疾患 100% 95% 90% 84% 76%

⑦眼及び付属器の疾患 100% 94% 87% 78% 70%

⑧耳及び乳様突起の疾患 100% 92% 84% 75% 66%

⑨循環器系の疾患 100% 96% 91% 84% 76%

⑩呼吸器系の疾患 100% 89% 78% 68% 59%

⑪消化器系の疾患 100% 92% 83% 74% 65%

⑫皮膚及び皮下組織の疾患 100% 90% 81% 71% 62%

⑬筋骨格系及び結合組織の疾患 100% 96% 89% 81% 72%

⑭腎尿路生殖器系の疾患 100% 94% 86% 78% 69%

⑮妊娠，分娩及び産じょく 100% 81% 66% 56% 48%

⑯周産期に発生した病態 100% 83% 68% 55% 46%

⑰先天奇形，変形及び染色体異常 100% 87% 75% 64% 55%

⑱症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 100% 93% 85% 76% 68%

⑲損傷，中毒及びその他の外因の影響 100% 92% 83% 74% 65%

⑳健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用 100% 93% 84% 75% 67%

計 100% 93% 86% 77% 68%

傷病名
2020年からの増減率

資料11-1



■北部地域の診療所における想定１日当たり患者数及び将来推計
～国民健康保険及び後期高齢者医療制度加入者～

■将来推計方法

令和２年度
北部地域の診療所
レセプト合計件数

将来患者増減率
各診療所の
診療日数

１日当たり北部地域
の診療所の将来推計

※国民健康保険、後期高齢者医療
制度の合算件数(社会保険は除く)

※疾患別患者推計（北部地域)の
全疾患患者増減率を引用している。

❶

❶ 北部地域の診療所レセプト件数

❸

❷ 北部地域における全疾患患者増減率

❹

❸ 各診療所診療日

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

計 100% 91% 83% 76% 68%

❷

❹ 北部地域の診療所における想定１日当たり患者数及び将来推計

× ÷

＝

令和２年度

北部地域の診療所 10,393

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

北部地域の診療所 56人 51人 46人 43人 38人

府中診療所 日置診療所 養老診療所

診療日
週5日

(月～金曜日)
週2日

(火曜日、木曜日)
週4日

(火～金曜日)
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■無床診療所における収支モデル

■一般的な収支内訳項目

※今回のモデルでは医療機器リ－ス代は市が負担している事から減価償却費は見込まない。
※無床診療所は、入院診療収益のない診療所とする。

前提条件： 内科診療所(無床)における一般的な収支モデルを基に損益分岐
点を算出。

■収支モデルに基づく損益分岐点(診療日数５日想定)

※出典：病医院の経営分析参考資料 (平成27年度決算分)

【収益】

医業収益(保険診療収益)
　　  介護収益(施設サービス、居宅

サービス収益)

【費用】

給与費、医薬品費、材料費、
委託費、減価償却費

【利益】

赤字

黒字

21人 損益分岐点(赤字にならない限界値)
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